












 

令和７年度 児童生徒体力つくり推進計画書（小学校用） 
～元気パワーアップ作戦～ 

 

                                                学 校 名 坂井市立長畝小学校 
                                                                                       
 

 

 

        

     

＜本校の体力向上の取組みについて＞ 

〇準備運動にグー・パー体操やなわとびを取り入れる。 

準備運動では、毎時間グー・パー体操を取り入れる。力を入れて握ったり、しっかり開いたりすることを伝え、効果

のあるグー・パー体操を行う。昨年度の体力テストの結果より、反復横跳びの数値が僅かに平均を下回っていたことか

ら、今年度はウォーミングアップの際に縄跳びを用いることで瞬発力や持久力、リズム感を鍛えていく。 

○年間指導計画では同時期に同じ単元を配列することによって、異学年交流を図りやすくするとともに教員間の情報交

換も活発になるようにする。 

 

＜児童の運動習慣の育成について＞ 

○年間を通して、業間運動に取り組む。 

 

 

 

 

 

・「はぴスポ」や本校の体育カードを活用して、持久走（高学年）の記録をとり、長期的に見ていく。記録の向上によ

り児童が達成感や充実感を味わうことで、次への意欲が高まるようにする。 

・体育の授業や業間体育に取り組み、秋のマラソン大会で、記録の向上を目指す。 

・冬期は、縄跳び運動に取り組み、体力向上に努める。縄跳び板を設置することで、意欲的に縄跳びに取り組める場を

設ける。ここでも「はぴスポ」で目標を設定し、その目標に向けて主体的に取り組めるようにする。また、技の掲示な

どを行い、児童が自ら挑戦しようと思えるような環境づくりをする。 

・縄跳びの技能を発揮する場として、各学年で縄跳び大会を設け、意欲の高まりを目指す。また縦割りで８の字跳びを

行い、跳んだ回数を掲示するなど、運動に親しむきっかけをつくる。 

○体育委員会が企画・運営を行い、スポーツ大会を実施する。 

 

＜その他＞ 

○生活習慣チェックを学期に１回行い、生活習慣の改善に取り組み、心身の健康の保持増進を図る。(早寝、早起き、朝

ごはん、あいさつ、運動、心の状態など） 

 

 

児童の運動意欲を高める体育の実践 

＜4月～10月＞ グラウンドのトラックや遊具での活動 

◆全学年：1000ｍ程度の持久走 

＜11月～3月＞ 体育館での縄跳び活動 

◆全学年：縦割り班での長縄跳び 







子どもが意欲的に運動に取り組む態度を養うことで、運動に親しむ資質や能

力を高め、健やかな体を育む。 

～のびのびと運動ができる環境づくりと体育の授業の改善に重点をおいて～ 







 

令和７年度 児童生徒体力つくり推進計画書（小学校用） 
～元気パワーアップ作戦～ 

 

                                              学 校 名  春江西小学校   
                                                                                       

 

 

             

  

＜本校の体力向上の取り組みについて＞ 

・昨年度の体力テストの結果を踏まえ、投運動につながるようなベースボール型の運動や

ハンドボール投げなどを重点的に行っていく。また、５０ｍ走や反復横跳びの結果から、

敏捷性を鍛える運動に取り組んでいく。（どの学年も全国平均を超えられるようにする。） 
・マラソン大会前となわとび大会前の期間に限定して、業間体育として「パワフルタイ

ム」を設け、全校で運動に取り組む。 
・冬期間は、なわとび運動に取り組む。縦割り班で長縄跳びを行い、体力向上に努める。 
・縄跳びの技能を発揮する場として、各学年でなわとび大会を実施する。また縦割り縄跳

びでは、児童の意欲が高まるように回数を掲示するなど、児童の運動に親しむきっかけを

つくる。 
・晴れた日にはグラウンドでの外遊びをするように全校に呼びかけ、体育委員会によるス

ポーツ企画を充実させる。また、縦割り班を活用した外遊びを検討する。 
・準備運動にグーパー体操やバーピー運動、スクワットジャンプ、柔軟運動、投げる運動

を取り入れる。 

 

 

＜児童の運動習慣の育成について＞ 

・毎時間の目標、ルール、技術の習得の仕方、成果などが分かりやすくなるよう、掲示物

や提示の仕方を工夫していく。 
・はぴりゅうスポーツ広場や学習カードを利用し、児童自身の記録や考えを記していくこ

とで、記録や考えの変容を確認したり、評価の一助にしたりする。 
・ICT 機器を活用して、自分自身のフォームや模範演技を確認できるようにする。また、

より高い目標に到達できるよう、友達と指摘し合える時間を設ける。 
・養護教諭とのTTによる保健の学習を積極的に行うことで、効果的な授業展開をする。 
 

 

＜その他＞ 

・ベースボール型の運動の際には、外部団体によるコーチの斡旋があれば依頼したい。 

 

 

運動や遊びを工夫して、体を動かすことを楽しむ児童を育てる。 





令和 7年度 児童生徒体力つくり推進計画書（小学校用） 
～元気パワーアップ作戦～ 

                                            学 校 名  坂井市立春江東小学校          

 

 
 

 

 

 

 

 

 



 

 

令和７年度 児童生徒体力つくり推進計画書（小学校用） 
～元気パワーアップ作戦～ 

 

                                            学 校 名  坂井市立東十郷小学校  
                                                                                       
 

＜本校の体力向上の取組みについて＞ 

・昨年度の体力テスト結果（握力・持久力の課題）を受けて、授業冒頭にランニングやグー

パー運動、なわとびを継続的に取り入れ、基礎体力の向上を図る。「みんなの体育」の紙

面を活用し、運動のポイントや活動の流れを共有することで、児童が見通しをもって学習

に取り組めるようにする。 

・握力や持久力を含めた体力向上を目指し、「はぴりゅうスポーツ広場」を活用。記録の蓄

積やランキング表示により児童の運動成果を見える化し、成長を実感しやすい環境を整え

ることで、児童が次の目標を主体的に設定し、意欲的に取り組めるよう支援する。 

・タブレット端末のカメラ機能で、なわとび・マット運動・リレーなどの場面で運動の様子

を撮影、再生し、自分や仲間の動きを客観的に振り返る機会を設ける。仲間と改善点を共

有することで、苦手な児童も達成感を得られ、前向きに取り組めるようにする。 

 

＜児童の運動習慣の育成について＞ 

・運動会前にはラジオ体操第１を体育委員中心に全校児童で行う。 

・体育委員会を中心に、全校児童が参加できるイベントを企画・実施する。 

・休日等にはぴりゅうスポーツ広場に取り組み、家庭での運動習慣を促す。 

・学校評価にて「進んで運動する児童」が９０％以上になるように取り組む。 

＜その他＞ 
・地区のドッジビー大会に向けて、地区の役員と協力して放課後の練習会の実施。 

・「早寝・早起き・朝ごはん」などの生活習慣が確立できるよう、全家庭に啓蒙する。 
・家庭との連携を密にし、栄養教諭主導の食に関する授業を行い、食と健康な体作り、体力

の向上との深いかかわりについて啓発し、体力の向上には食生活が大きく関係することを

勉強する。 

・学校評価にて「早ね・早おき・朝ごはんを毎日実行できる児童」が９０％以上になるよう

に取り組む。 

・目や歯の健康を推進するために、週１回のビジョントレーニングや学校医と連携した歯の

健康に関する指導を行う。 

・体育委員会を中心に「はぴりゅうスポーツ広場」の活用を促す等、児童がいつでも運動を

楽しむことができるような環境づくりに取り組む。 

 

 

 

「誰もが成長を実感できる体育の授業」めあてとふり返りによる成長の意識化 

「心と体を元気いっぱいにする」 自分の体力に自信を持つ 
 



 

令和７年度 児童生徒体力つくり推進計画書（小学校用） 
～元気パワーアップ作戦～ 

 

                                            学 校 名  坂井市立大関小学校    
 
                                                                                       

 

 

＜本校の体力向上の取組みについて＞ 

それぞれの学年でカードなどを利用して目標をもたせ、意欲的に運動に取り組むこと

ができるように工夫する。また、タブレットで自分の動きを撮影し、自分で改善点を考

えたり、友達と教え合ったりする活動を取り入れる。 

★低学年→様々な運動遊びを通して、体の動かし方を身に付ける。 

逆さま感覚やぶら下がり感覚を身に付ける。 

★中学年→より巧緻性の高い動作を身に付ける。 

     相手を尊重する態度や規則を守る態度を身に付ける。 

 ★高学年→様々な活動を通して持久力を付ける。 

めあてをもって主体的に学習に取り組む態度や、最善を尽くして運動する

態度を身に付ける。 

 

＜児童の運動習慣の育成について＞ 

学校行事の機会を活用し、児童の運動への興味関心を高める。また、それらの行事

を１つの目標として、継続して主体的に運動に取り組む態度を育成する。マラソン大

会に向けては、週３回程度全校で時間走を行う。また、なわとび記録会に向けては、

異学年で活動を行い、縦割りペアで技の教え合いや大縄で交流を深める。日々の業間

運動として、晴れた日には、外遊びを重視して行う。 

○「アクティブワン」の内容について 

１０月・・・マラソン月間（業間週３回５分間程度） マラソン大会に向けて 

１月中旬～２月中旬・・・なわとび月間（業間週２回） なわとび記録会に向けて 

 

＜その他＞ 

中学年の保健の学習として、健康な生活について学習し、自分たちの身体の成長につ

いて理解を深める。高学年では、けがの防止や病気の予防（感染症対策を含む）につ

いても理解を深める。 

学校便り、保健便り、学年便りなどで児童の体力の実情や運動の様子を伝え、家庭

でも運動に取り組むように呼びかけをしていく。 

はぴりゅうスポーツ広場を活用し、児童が体を動かすことを習慣化し、運動に対し

て積極的に取り組む態度を養う。 

 

目標をもって運動に取り組み、運動に対する意欲及び体力の向上を図る。 



 

令和７年度 児童生徒体力つくり推進計画書（小学校用） 
～元気パワーアップ作戦～ 

 

                                            学 校 名  坂井市立兵庫小学校        
                                                                                       
 

 

 

        

    

  

＜本校の体力向上の取組みについて＞ 

・体育で行う準備運動の中に「グーパー体操」を取り入れ、握力の向上に努める。 

（体力テスト「握力」において男子：4年16kg・5年20kg・6年23kg/女子：4年16kg・ 

 5年：20kg・6年：24kgを目指す） 

 

・各学年の授業に加え、業間活動では、全身の体力向上を目指し、週２回のマラソンや

縦割り運動などを行う。（らんらんタイム）冬期には縄跳び(短縄)を行い、持久力の

向上に努める。 

（体力テスト「20ｍシャトルラン」において男子：4年60回・5年65回・6年65回/ 

 女子：4年40回・5年50回・6年55回を目指す） 

 

＜児童の運動習慣の育成について＞ 

・マラソン大会やなわとび大会では、異学年でペアを組み、励まし合いながら体力向上

を目指して活動できるようにする。また、児童が目標をもって意欲的に活動ができる

ようにするため、マラソンがんばりカードや、なわとびカードなどの記録用紙を活用

する。 

・はぴりゅうスポーツ広場を活用して、児童がそれぞれ目標をもって運動に取り組むこと

で、運動が習慣化することを目指す。 

 

＜その他＞ 

・学校に併設されている児童クラブに体育館を開放し、運動できる環境を提供する。 

・グラウンドおよび体育館に体づくりのためのチャレンジコーナーを設置する。 

・夏季休業中のラジオ体操会やウォークラリー大会等への積極的な参加を呼びかける。 

 

 

 

元気な兵庫っ子 
～仲間と高め合いながら自身の体力向上を目指す取り組み～ 

 




